
活動報告 

団 体 名 岩手県立大学 風土熱人R 

活 動 名 災害ボランティアセンター運営支援活動プロジェクト 

活動期間 2018/8/23～ 2018/8/31 

活動の成果 

当団体は岩手県立大学の学生 5 名、現地コーディネーター1 名（福祉系大学教

員）で広島県三原市の「三原市災害ボランティアセンター」の運営サポートを行

いました。地元の社会福祉協議会職員さんは災害発生後から毎日災害 VC 運営に

入っていましたが、学生ボランティアが災害 VC の様々な業務を担うことで地元

職員さんもお休みを取ることができ、災害 VC スタッフの負担軽減につながりま

した。 

8 月 25 日（日）には「元気をだそうかい」という復興イベントが開催され、

交通整備や各ブースの補助などイベントの運営サポートを行いました。災害発生

後、お祭りも中止になり地域の方同士が集まる機会が少なくなりましたが、イベ

ントを通じて地域の方々に笑顔が戻るきっかけとなりました。 

 今回の支援プロジェクトは埼玉県立大学との協同で実施しました。埼玉県立

大学・岩手県立大学双方の活動シフトの隙間を補えるよう日程調整をしたことで、

8月 12日から 10 月 1日の 50日間途切れなく学生ボランティアが継続的に災

害VCの運営サポートに入ることができました。 

寄付者への 

メッセージ 

この度は温かいご支援を賜り誠にありがとうございました。災害発生後、災害

ボランティアセンター（以下、災害 VC）は地域の復旧・復興に向けて毎日活動

しており少しずつ疲労や負担が溜まっていきます。皆さまのご寄付により私達が

災害 VC の運営サポートに入ることができ、災害 VC スタッフの負担軽減・ボラ

ンティアによる支援の拡がりに寄与することができました。また、支援活動に参

加した学生ボランティアも活動を通じて様々な気づきや学びを得て、地域に寄り

添える人材の育成にもつながりました。 

今後、三原市社会福祉協議会、埼玉県立大学、長野大学、県立広島大学など今

回の支援活動で生まれた支援ネットワークを活かしながら継続的な支援活動を行

ってまいります。改めてこの度は誠にありがとうございました。 

（活動のようす） 

 


